「データから見る福生」の改訂について

　「データから見る福生」は、平成１７年度に職員の発案により、作成されました。
　年に１回、１０年余り継続して作成しましたが、福生を中心としてまとめたデータ集という特徴から、市民はもちろんのこと、市議会議員や市の職員等にも多く活用されてきました。

　さて、「データから見る福生」が発案された１０年前と現在を比較すると、ＩＣＴ推進機器の爆発的な普及や情報公開の考え方の普及等に伴い、全国の自治体等において様々なデータをホームページ等に公開することが一般的となっています。
　特に、スマートフォンやタブレットの爆発的な普及は、インターネットの利用をより身近なものとし、その結果、近年では市民の情報収集媒体の大半がインターネットになりつつあります。
　また、個人の情報活用の方法にも大きな変化が起こっています。これまでは、単純に個人が必要な情報を収集するという活用方法であったのに対し、現在では、個人が情報を発信する目的で情報収集をすることも多くなってきています。
　これらの理由により、今後の情報発信の形は、「オープンデータ」や「ビッグデータ」といった、「二次利用」を前提としたツールを意識する必要が生じてきているのが時代の大きな潮流となっています。
　このような中、平成２８年度に、福生市のホームページのリニューアルがあり、「オープンデータ」の掲載にも対応できるようになりました。
　これに伴い、「データから見る福生」についても掲載項目等を見直すこととし、「オープンデータ」としてご活用いただけることを前提に、全面的な改訂を行いました。

　今後も福生市のさらなる発展を目指し、「データから見る福生」の充実を図り、常に時代を見据えた行政経営を行って参ります。
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